




ごあいさつ

北九州市長 北橋 健治

本市では、2011（平成23）年に策定した「北九州市循環型社会形成推進
基本計画」において、従来の「循環型」の取組に「低炭素」と「自然共生」

の取組を加え、持続可能な社会の実現に向けた先駆的な廃棄物行政の在り方

を示し、ごみの減量化・資源化を進めてまいりました。

その結果、市民1人一日当たりの家庭ごみ量削減目標を３年間前倒しで達成するとともに、
ごみの減量化が進んだことから廃棄物処理に伴って発生するCO２排出量も目標値より大幅に削減す
るなど、大きな成果が上がっています。これもひとえに、市民や事業者の皆さまが日頃より高い意識

をもってごみの分別などに取り組んでいただいた結果であり、深く感謝申し上げます。

こうした本市の市民・事業者・地域団体・NPO、行政などが一体となった環境への取組は国内外で
高い評価を受けており、2011（平成23）年に「環境未来都市」に選定されたほか、2018（平成30）
年4月にOECD（経済協力開発機構）から、アジア地域で初めて「SDGs推進に向けた世界のモデル
都市」として選定されました。また、同年6月には、国から「SDGs未来都市」及び「自治体SDGs
モデル事業」にも選定されました。

一方で、近年では、プラスチックごみによる海洋汚染や食品ロス、地球温暖化の加速などの世界規

模の課題が顕在化しているほか、新型コロナウイルスの感染拡大や大規模自然災害の頻発など、環境

行政を取り巻く国内外の状況は大きく変化し、新たな対策が必要となっています。

このような状況を踏まえ、この度、これまでの取組の方向性は継承しつつ、SDGsの実現や脱炭素
社会への貢献といった視点も新たに加えた「第２期北九州市循環型社会形成推進基本計画」を策定い

たしました。

持続可能な社会の実現は、地域社会全体で取り組むべき課題です。私たちは、日々の生活や活動を

行う様々な場面で、環境に配慮した行動を主体的・協調的に行うことにより、環境負荷の抑制に努め

なければなりません。今後とも、それぞれの立場からの主体的な取組をお願い申し上げます。

結びに、計画策定においてご審議いただいた「北九州市環境審議会」の皆様、そして意見募集で貴

重なご意見をいただきました市民の皆様に心からお礼申し上げます。

令和３年８月
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